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   この岩礁にくるカワウたちの一生はどうなっているのだろうか。「ねぐらはどこなの
か」、「１日、どこを巡るのか」、「季節を通して、どこへ移動しているのか」、「餌は何をど
こでどれだけ食べているのか」などの様々な疑問が出てくる。 

















なのだろう。ところが、2005 年１月 24 日にこれまで見たこともないほどの数のカワウが
やって来た。船着き場の西側の砂浜に約 100 羽が羽を休めていた。シュノーケリングで１






全体で 200 羽に近い数の一斉の飛び立ちは壮観だった。 
   北浜に下りると、いたるところは糞だらけ。カワウは肉食性なのでちょっと臭い。
ひとつずつの糞は、どれも綺麗な線を数本引いたように付けられていた。糞をする時の軌
跡だろう。１個の糞の量は多くはないが、ねぐらや決まった休み場は、多数の個体がいる
のなら白っぽくなって、臭くて大変だ。時折、鉛山湾の岩礁も一部が白くなっている。そ
こに何度もとまったり飛び立ったりを繰り返す間に、糞がたまるからだ。  
 
ウミウと人間の生活の共存 
 ウといえば伝統的な鵜飼が有名だ。カワウ以外にも近縁種であるウミウも同様に利用さ
れている。だが、天然のウたちは魚食なので、人間に困った問題を引き起こすこともある。
白浜町や田辺市周辺や紀南地方の河口ではカワウが集団で、遡上する若アユを食べるので、
漁協と摩擦があるようだ。河川や河口の改修などで、一時は個体数が激減したカワウだが、
色々な魚の養殖や放流などで、美味しく手軽に頂ける餌が増えたのと並行し、その数も増
えてきたという。その結果、人間との摩擦が生じる。環境を悪くしてカワウの数を減らし、
人工増殖した魚で数を戻す。これでおあいこかと思いきや、よく言う「いたちごっこ」で
ある。お互いの共存を踏まえ、自然保護を考えないと、数の多いカワウもトキのように絶
滅してしまう可能性がある。 
 
図. 北浜の岩礁に舞い降りた繁殖期のカワウ（２箇所が白くなっている） 
